
  症例解説ページの構成

本書の構成と凡例
  本書は，全 16章，131疾患，各章冒頭の正常解剖・鑑別診断または病期診断で構成されています．
  初学者にも読みやすいように 1疾患ごとに見開きで解説しました．また，診断のポイントとなる画
像には“KEY FILM”のマークを，読影上または鑑診断上，重要な事柄が書かれているところには“ポ
イント”のマークをつけました．→下記の凡例を参照してください．

  1章「検査・読影法」では診断の基礎知識を，2章以降では冒頭の正常解剖・鑑別診断または病期診
断で解剖と診断の知識をわかりやすく解説しました．

  各章には代表的な疾患と参考症例も含め多数の症例を提示しています．NOTEを適宜入れてありま
すので，知識の整理に役立ちます．

特に参考にすべき
文献を挙げました．

左ページの症例写
真の読影とその後
の経過・最終診断
を記載しています．

 が目印です．

当該疾患に関する
一般的な知識と画
像所見について解
説してあります．

知っておくべき知
識は囲み記事 
で簡潔に解説．

鑑別診断のポイン
トを丁寧に解説し
てあります．

 が目印です．

読影のポイントとなる

KEY FILMには  

を付けました．


